
 

令和３年９月市議会定例会提出予定案件 

 

（議 案） 

 

１ 茨木市教育委員会委員任命につき同意を求めることについて 

 

２ 茨木市固定資産評価審査委員会委員選任につき同意を求めることについて 

 

３ 茨木市市税条例等の一部改正について 

 

４ 茨木市立幼稚園条例及び茨木市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用

者負担等に関する条例の一部改正について 

 

５ 茨木市彩都あさぎ六丁目地区地区計画の区域内における建築物等の制限に関する

条例の制定について 

 

６ 茨木市南茨木多世代交流センターの指定管理者の指定について 

 

７ 令和２年度大阪府茨木市下水道等事業会計未処分利益剰余金の処分について 

 

８ 令和２年度大阪府茨木市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

 

９ 市道路線の認定について 

 

10 市道路線の変更について 

 

11 市道路線の廃止について 

 

12 工事請負契約締結について（市庁舎本館南館空調設備改修工事） 

 

13 工事請負契約締結について（市道野々宮３号線橋梁上部工事） 

 

14 令和３年度大阪府茨木市一般会計補正予算（第４号） 

 

（認 定） 

 

１ 令和２年度大阪府茨木市一般会計決算認定について 

 

２ 令和２年度大阪府茨木市財産区特別会計決算認定について 

 

３ 令和２年度大阪府茨木市国民健康保険事業特別会計決算認定について 

 

４ 令和２年度大阪府茨木市後期高齢者医療事業特別会計決算認定について 
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５ 令和２年度大阪府茨木市介護保険事業特別会計決算認定について 

 

６ 令和２年度大阪府茨木市下水道等事業会計決算認定について 

 

７ 令和２年度大阪府茨木市水道事業会計決算認定について 

 

（報 告） 

 

１ 茨木市事務報告について 

 

２ 令和２年度大阪府茨木市一般会計及び特別会計決算に係る主要な施策の成果並び

に健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

 

３ 令和２年度下半期大阪府茨木市財政状況報告について 

 

４ 令和２年度茨木市教育委員会事務管理執行状況の点検及び評価の報告について 

 

５ 放棄した債権の報告について 
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議案第 39 号 茨木市教育委員会委員任命につき同意を求めることについて     【人事課】 

○ 現委員  篠
しの

 永
なが

 安
やす

 秀
ひで

 

 

○ 任 期  令和３年９月３０日任期満了 

       初就任 平成２１年１０月１日就任 ３期目（任期４年） 

 

○ 選任予定者 

議案第 40 号 
茨木市固定資産評価審査委員会委員選任につき同意を求めることについて    

                                【人事課】 

○ 現委員  北
きた

 村
むら

 百
ゆ

 合
り

 子
こ

 

○ 任 期  令和３年９月２４日任期満了 

       初就任 令和２年２月２７日就任 １期目（任期３年） 

○ 選任予定者 
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議案第 41 号 茨木市市税条例等の一部改正について          【市民税課・資産税課】 

○ 地方税法等の改正に伴う所要の改正 

 ・主な改正内容 

  ①個人住民税における扶養控除に係る親族の対象について、令和６年度以降、留学生や障

害者等を除く国外に居住する３０歳から６９歳までの者を適用対象外とする旨を規定 

  ②医療費控除の特例について、対象医薬品の適正化や手続の簡素化を行うとともに、適用 

期限を５年間延長（令和３年１２月３１日→令和８年１２月３１日） 

  ③軽自動車税のグリーン化特例（軽課税率）について、適用期限を２年間延長 

   （令和３年度→令和５年度） 

  ④所得税では控除しきれなかった額を個人住民税で控除する住宅ローン控除について、対

象を令和４年１２月３１日までの入居に延長 

 ・施 行 日   ③④  公布の日 

         ②   令和４年１月１日 

         ①   令和６年１月１日 
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議案第 42 号 
茨木市立幼稚園条例及び茨木市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利

用者負担等に関する条例の一部改正について   13 頁参照 【保育幼稚園総務課】 

○ 市立幼稚園を再編するための所要の改正 

 ・主な改正内容 

  ①茨木市立幼稚園条例 

   ア 廃園となる北辰幼稚園に係る規定を削除 

   イ 廃園となる北幼稚園、天王幼稚園、東雲幼稚園、郡幼稚園に係る規定を削除 

   ウ 廃園となる玉島幼稚園に係る規定を削除 

   エ 認定こども園となる沢池幼稚園の名称、定員を変更（認定こども園沢池幼稚園） 

   オ 認定こども園となる庄栄幼稚園の名称、定員を変更（認定こども園庄栄幼稚園） 

  ②茨木市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例 

   市立幼稚園における預かり保育料の規定を削除 

 ・施 行 日   ①ア、エ  令和５年４月１日 

         ①イ、オ  令和６年４月１日 

         ①ウ、②  令和８年４月１日 
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議案第 43 号 
茨木市彩都あさぎ六丁目地区地区計画の区域内における建築物等の制限に関す

る条例の制定について               14 頁参照 【審査指導課】 

○ 区域内における建築物等の制限を定めることにより、適正な都市機能と健全な都市環境の確

保を図る 

・主な内容 

①適用区域  彩都あさぎ六丁目地区地区計画の区域内 

②用途の制限（建築できない建築物等） 

   ア 一戸建ての住宅、長屋建ての住宅、兼用住宅、共同住宅、寄宿舎又は下宿 

   イ 学校、図書館その他これらに類するもの 

   ウ 認定こども園（建築物に附属するものを除く。） 

   エ 神社、寺院、教会その他これらに類するもの 

   オ 老人ホーム、保育所（建築物に附属するものを除く。）、福祉ホームその他これらに
類するもの 

   カ 公衆浴場 

   キ 診療所 

   ク 店舗、飲食店その他これらに類するもの（建築物に附属するものを除く。） 

   ケ 病院 

   コ 老人福祉センター、児童厚生施設その他これらに類するもの 

   サ 自動車車庫（建築物に附属するものを除く。） 

   シ ボーリング場、スケート場、水泳場その他これらに類するもの 

   ス ホテル又は旅館 

   セ 自動車教習所 

   ソ 畜舎 

   タ マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所、場外車券売場その他これ
らに類するもの 

   チ カラオケボックスその他これに類するもの 

   ツ 倉庫（建築物に附属する倉庫を除く。） 

   テ 自動車修理工場 

   ト 第二種住居地域で建築等できないもの 

  ③建築物の容積率の最高限度 １０分の２０ 

  ④建築物の建蔽率の最高限度 １０分の６ 

  ⑤建築物の敷地面積の最低限度 ２,０００㎡ 

  ⑥建築物の高さの最高限度 ３１ｍ 

  ⑦壁面の位置の制限 建築物の外壁等から道路境界線までの距離３ｍ以上 

            建築物の外壁等から隣地境界線までの距離６ｍ以上 

  ⑧垣又は柵の構造（築造できるもの） 

   道路に面する垣又は柵は、生垣、ネットフェンス、鉄柵等開放性の高いものとする。 

  ⑨罰則 規定に違反した場合、500,000 円以下の罰金 

・施 行 日   公布の日 

6



議案第 44 号 茨木市南茨木多世代交流センターの指定管理者の指定について   【地域福祉課】 

○ 施設の名称 茨木市南茨木多世代交流センター 

 

○ 指定管理者 大阪府箕面市白島三丁目５番５０号 

       社会福祉法人 大阪府社会福祉事業団 

 

○ 指定の期間 令和３年１１月１日から令和７年３月３１日（３年５か月間） 

 

議案第 45 号 
令和２年度大阪府茨木市下水道等事業会計未処分利益剰余金の処分について 

                              【下水道総務課】 

○ 地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、未処分利益剰余金の処分について、議会の

議決を求める。 

 ・処分額   ８３８，５４７，３６０円 

  処分方法  減債積立金への積立て 

 ・処分額   ８３８，６０３，３６０円 

  処分方法  資本金への組入れ 

 

議案第 46 号 
令和２年度大阪府茨木市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

                               【水道総務課】 

○ 地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、未処分利益剰余金の処分について、議会の

議決を求める。 

・処分額   ６３９，３８９，６８７円 

処分方法  資本金への組入れ 
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議案第 47 号 市道路線の認定について                    【建設管理課】 

○ 新規路線整備に伴う路線認定 ３３路線 

 ・開発等により移管を受けたもの ３３路線 

 

 

 

議案第 48 号 市道路線の変更について                    【建設管理課】 

○ 寄附等に伴う既認定の起点の変更 １路線 

 ・寄附等により移管を受けたもの（起点変更） １路線 

 

 

 

議案第 49 号 市道路線の廃止について                    【建設管理課】 

○ 新規路線整備に伴う路線廃止 ３路線 

 ・開発に伴い廃止するもの ３路線 

 

 

 

議案第 50 号 
工事請負契約締結について（市庁舎本館南館空調設備改修工事）  
                        【契約検査課・総務課・建築課】 

○ 契約の方法   一般競争入札 

○ 契約の金額   ８６６，７１６，４００円 

○ 契約の相手方  大阪市淀川区宮原三丁目４番３０号 

三機工業株式会社 関西支社 

常務執行役員支社長 白
しら

 木
き

 博
ひろ

 之
ゆき

 

○ 工事場所    茨木市駅前三丁目８番１３号 

○ 工事内容    本館熱源改修、南館熱源改修、中央監視設備改修、熱融通管敷設、 

上記に伴う建築工事及び電気設備工事 各一式 

○ 工事完了予定日 令和５年１月３１日 
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議案第 51 号 
工事請負契約締結について（市道野々宮３号線橋梁上部工事） 

                       15 頁参照【契約検査課・道路課】 

○ 契約の方法   一般競争入札 

○ 契約の金額   ５１６，８１５，２００円 

○ 契約の相手方  大阪市西区新町二丁目４番２号 

川田建設株式会社・村上建設株式会社市道野々宮３号線橋梁上部工事 

特定建設工事共同企業体 

代表者 川田建設株式会社 大阪支店 

執行役員支店長 細
ほそ

 畠
はた

 一
かず

 彦
ひこ

 

○ 工事場所    茨木市野々宮二丁目ほか地内 

○ 工事内容    プレビーム合成桁橋 Ｌ＝７９ｍ Ｗ＝１０ｍ 

プレビーム桁橋工、橋梁付属物工、舗装工、護岸工、護床工、仮設工  

各一式 

○ 工事完了予定日 令和６年３月１５日 

議案第 52 号 令和３年度大阪府茨木市一般会計補正予算（第４号）        【財政課】 

○補正額 1,207,759 千円 （補正後 103,198,016 千円 － 補正前 101,990,257 千円） 

 〈歳 入〉               〈歳 出〉 

  ・国庫支出金      665,290 千円  ・人件費         77,313 千円 

  ・繰入金        275,319 千円  ・物件費        485,045 千円 

  ・繰越金         59,850 千円  ・補助費等       382,713 千円 

  ・市債         207,300 千円  ・投資的経費      262,688 千円 

 

 ・継続費補正 

  （追加）市民会館跡地エリア周辺整備事業   125,000 千円 

 ・繰越明許費補正 

  （追加）小学校維持補修事業（プール改修）   86,000 千円 

  （追加）幼稚園営繕事業（庄栄幼稚園改修）   19,954 千円 

 ・債務負担行為補正 

  （追加）南茨木多世代交流センター指定管理料       87,000 千円 

  （追加）安威川ダム周辺整備事業（モニタリング支援事業） 11,763 千円 
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認定第 1号 令和２年度大阪府茨木市一般会計決算認定について         【会計室】 

                                  （令和元年度） 
 
・歳入決算額             １２６，９７３，６５９，０９１円 （92,539,347,584 円） 

 

・歳出決算額             １２５，１２８，８４９，６７３円 （90,536,406,440 円） 

 

・歳入歳出差引額            １，８４４，８０９，４１８円  （2,002,941,144 円） 

 

・翌年度へ繰越すべき財源      ７３０，６９０，４１０円  （1,119,116,964 円） 

 

・実質収支            １，１１４，１１９，００８円   （883,824,180 円） 

認定第 2号 令和２年度大阪府茨木市財産区特別会計決算認定について      【会計室】 

                                    （令和元年度） 
 
・歳入決算額         ５，１６９，３１７，７１５円   （5,151,294,138 円） 

 

・歳出決算額                    ９６，３１６，４８７円     （120,105,846 円） 

   

・歳入歳出差引額       ５，０７３，００１，２２８円   （5,031,188,292 円） 

認定第 3号 令和２年度大阪府茨木市国民健康保険事業特別会計決算認定について 【会計室】 

                                    （令和元年度） 
 
・歳入決算額              ２７，１８２，３３５，５６９円  （27,934,342,246 円） 

 

・歳出決算額              ２６，１３１，７７５，１２５円  （26,975,216,368 円） 

  

・歳入歳出差引額            １，０５０，５６０，４４４円     （959,125,878 円） 

認定第 4号 令和２年度大阪府茨木市後期高齢者医療事業特別会計決算認定について【会計室】 

                                     （令和元年度） 

・歳入決算額                 ４，４７４，８４６，２２６円   （4,105,607,075 円） 

 

・歳出決算額                 ４，３１０，７９８，９６２円   （3,960,934,743 円） 

  

・歳入歳出差引額               １６４，０４７，２６４円     （144,672,332 円） 
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認定第 5号 令和２年度大阪府茨木市介護保険事業特別会計決算認定について   【会計室】 

（令和元年度） 
 
・歳入決算額               １９，８０６，５３５，０４８円  （18,814,985,475 円） 

 

・歳出決算額               １９，３１８，７０３，９９６円  （18,466,793,579 円） 

  

・歳入歳出差引額              ４８７，８３１，０５２円     （348,191,896 円） 

認定第 6号 令和２年度大阪府茨木市下水道等事業会計決算認定について   【下水道総務課】 

〈収益的収支〉※消費税及び地方消費税を除く                      （令和元年度）  

・収入決算額                ６，８３８，５８５，３０９円   （7,093,865,124 円） 

・支出決算額                ５，８６６，５３６，４２３円   （5,897,739,704 円） 

・収入支出差引額              ９７２，０４８，８８６円   （1,196,125,420 円） 

 

〈資本的収支〉※消費税及び地方消費税を含む 

・収入決算額         １，８４９，２５３，５１５円   （3,475,809,146 円） 

・支出決算額         ４，２２２，７１６，６５３円   （5,874,314,160 円） 

・収入支出差引額      △２，３７３，４６３，１３８円 （△2,398,505,014 円） 

※ 資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、当年度分損益勘

定留保資金、繰越利益剰余金処分額及び当年度利益剰余金処分額で補てん 

認定第 7号 令和２年度大阪府茨木市水道事業会計決算認定について      【水道総務課】 

〈収益的収支〉※消費税及び地方消費税を除く                     （令和元年度） 

・収入決算額              ５，４９８，５９３，３４２円   （5,485,637,856 円） 

・支出決算額              ４，７６９，８１１，６２７円   （4,669,384,099 円） 

・収入支出差引額            ７２８，７８１，７１５円    （816,253,757 円） 

 

〈資本的収支〉※消費税及び地方消費税を含む 

・収入決算額           ４９９，０６２，８６３円     （132,439,171 円） 

・支出決算額         ２，６９１，５８９，４６５円   （2,579,340,494 円） 

・収入支出差引額      △２，１９２，５２６，６０２円 （△2,446,901,323 円） 

 
 ※ 資本的収入額（翌年度繰越額に係る財源充当額を除く）が資本的支出額に不足する額は、当年度分消費税及び地方

消費税資本的収支調整額、繰越工事資金、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分損益勘定留保資金で補てん 
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報告第 16 号 茨木市事務報告について                    【政策企画課】 

○ 令和２年４月～令和３年３月における事務執行状況の報告 

 

報告第 17 号 
令和２年度大阪府茨木市一般会計及び特別会計決算に係る主要な施策の成果並

びに健全化判断比率及び資金不足比率の報告について        【財政課】 

○ 地方自治法第２３３条第５項による主要な施策の成果並びに地方公共団体の財政の健全化

に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項による健全化判断比率及び資金不足比率に

関する報告 

報告第 18 号 令和２年度下半期大阪府茨木市財政状況報告について        【会計室】 

○ 令和３年３月３１日現在の財政状況の報告 

 

報告第 19 号 
令和２年度茨木市教育委員会事務管理執行状況の点検及び評価の報告について  
                               【教育政策課】 

○ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づく茨木市教育委員会事務管理執行状況の

点検及び評価の報告 

 

報告第 20 号 放棄した債権の報告について                   【収納課】 

○ 茨木市債権の管理に関する条例の規定に基づく報告 

・放棄した私債権等 ２３件 ４，１７３，０５５円 
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市立幼稚園の再編整備について 

１.市立幼稚園のあり方の検討 

 共働き世帯の増加等に伴う園児数の減少、保護者ニーズの変化に伴う需要と供給のミスマ

ッチ等を背景に、令和２年度、計６回の茨木市立幼稚園あり方検討委員会を開催しました。 

委員会では、以下の６つの視点のもと、現状と課題を踏まえた今後の市立幼稚園のあり方

について検討を行い、令和３年２月 25 日付で市長に答申書が提出されました。 

［６つの視点］ 

 ①幼稚園教育を行っていくために適切と考えられる集団規模の確保 

 ②支援を必要とする子どもの成長につながる環境の整備 

 ③３年保育を実施している私立幼稚園における就園者数の減少 

 ④地域ごとの今後の保育需要の伸び 

 ⑤小規模保育事業の保育の提供終了後の受入先の確保 

 ⑥教諭の確保や運営経費など 

［答申の概要］ 

 ・２年保育である市立幼稚園８園を現状のまま運営することは適切ではなく、適正配置の

観点から統廃合を行うことは避けられない。 

 ・他の施設への活用を決定していく際には、保育需要への対応とともに、支援を必要とす

る子どもの受入体制の確保に十分配慮されること。 

２.答申を踏まえた再編整備計画案 

議案第 ４２ 号資料 こども育成部 保育幼稚園総務課 

※上記以外の市立幼稚園（茨木、福井、西、太田、水尾）については、平成 29 年４月から、 

３～５歳児の幼稚園型認定こども園として実施 

 現在８園ある市立幼稚園のあり方検討の経過と答申を踏まえて策定した再編整備計画案に

基づき条例改正を行います。 

幼稚園 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

沢池

北辰
※休園中

庄栄

東雲

郡

北

天王

玉島

あ
り
方
検
討
員
会
の
開
催
（
６
回
）

条
例
改
正
（
９
月
市
議
会
定
例
会
）

事業者

募集

認定こども園化

に向けた整備

廃
園

廃
園

廃

園

認定こども園化に向けた整備

４
歳
入
園
児
募
集
の
停
止 認定こども園化

に向けた整備

３～５歳児の幼稚園型認定こども園（公立）

課題に応じた活用を検討

３～５歳児の幼稚園型認定こども園（公立）

療育施設としての活用を検討

郡保育所（公立）の一部として再編

親子ひろば・ユースプラザとしての活用を検討

０～５歳児の幼保連携型

認定こども園（私立）

４歳入園児

募集の停止

課題に応じた

活用を検討
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議案第 ４３ 号資料 

都市整備部 審査指導課 

 

彩都あさぎ六丁目地区地区計画 計画図 
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建設部　道路課

議案第　５１　号資料

市道野々宮３号線橋梁上部工事

位　置　図

工事概要 プレビーム合成桁橋　Ｌ＝79.0ｍ　Ｗ＝10.0ｍ

　プレビーム桁橋工 　一式
　橋梁付属物工　　　  一式
　舗装工　　　　　　　   一式
　護岸工　　　　　　　   一式
　護床工　　　　　　　   一式
　仮設工　　　　　　　   一式

東野々宮町

工事場所
野々宮二丁目ほか地内

野々宮二丁目

環境衛生センター
安
威
川

茨
木
寝
屋
川
線

大池ポンプ場

北摂つばさ

高等学校
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令和３年度一般会計補正予算(第４号)総括表

（単位：千円）

特 定 財 源 一 般 財 源

15 国 庫 支 出 金 665,290 665,290

19 繰 入 金 275,319 275,319

20 繰 越 金 59,850 59,850

22 市 債 207,300 207,300

1,207,759 872,590 335,169

101,990,257 43,339,142 58,651,115

103,198,016 44,211,732 58,986,284

（歳  入）

款 予 算 額
左 の 内 訳

備 考

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種体制確保事業費補助金 235,224
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種対策費国庫負担金 　　220,000
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応地方創生臨時交付金 198,620
学校施設環境改善交付金 　　　　　　　　　11,446

財政調整基金

純繰越金

小学校施設整備債　　　　　　　　　　　　70,400
市民会館跡地エリア周辺整備債　　　　　　45,000
ダム周辺整備債　　　　　　　　　　　　　42,700

補    正    額 Ａ

補正前の予算額 Ｂ

補正後の予算額
           Ａ＋Ｂ
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令和３年度一般会計補正予算(第４号)総括表

（単位：千円）

人 件 費 物 件 費 扶 助 費 補 助 費 等

2 総 務 費 67,200 17,200 50,000

3 民 生 費 25,951 23,551 2,400

4 衛 生 費 455,224 74,597 380,627

5 労 働 費 2,792 2,716 76

7 商 工 費 387,410 76,410 311,000

8 土 木 費 124,847 52,113 72,734

10 教 育 費 144,335 4,381 139,954

1,207,759 77,313 485,045 382,713 262,688

101,990,257 17,682,269 17,539,714 30,884,415 8,213,238 13,438,540 14,232,081

103,198,016 17,759,582 18,024,759 30,884,415 8,595,951 13,701,228 14,232,081

消 費 的 経 費 投 資 的
経 費

そ の 他 の
経 費

補    正    額 Ａ

補正前の予算額 Ｂ

補正後の予算額
           Ａ＋Ｂ

（歳  出）

款 予 算 額
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１ 基本方針

２　新型コロナウイルス感染症対策

 （１）感染拡大防止対策

内　容　等
事業費
a

特定財源
b

一般財源
c=a-b

455,224 455,224

新型コロナウイルスワ
クチン接種の推進
【健康づくり課】

ワクチン予防接種を円滑に進めるため、個別接種に係る時間外・休日加算
経費を措置するほか、各医療機関へのワクチンの配送及びコールセンター
の充実等に要する経費を増額する。
【財源：国 455,224】

455,224 455,224

11,064 11,064

自宅療養者への日用
品・食料品・乳児食等
の配達支援
【福祉総合相談課】

新規感染者の発生が続く状況を踏まえ、自宅療養となる陽性者・濃厚接触
認定者への自宅療養支援パック（日用品・食料品・乳児食等）の配達支援
に係る経費を増額する。
＜対象者＞新型コロナウイルス陽性者・濃厚接触認定者の世帯
＜内　容＞日用品等を詰めた自宅療養支援パックを届ける
＜利用料＞無料

11,064 11,064

 （２）日常生活・事業者への支援

内　容　等
事業費
a

特定財源
b

一般財源
c=a-b

439,523 198,620 240,903

エール茨木プレミアム
付商品券による消費喚
起
【商工労政課】
【22頁参照】

停滞している消費行動を喚起させ、厳しい経営環境が続く中小事業者等を
支援するため、市内飲食店や小売店舗等で活用できるエール茨木プレミア
ム付商品券を販売する。
＜販売額等＞5,000円分の商品券(カード)を4,000円で販売（１人２枚まで
　　　　　　<65歳以上：希望者全員、64歳以下：応募状況により抽選、
　　　　　　 販売総数：20万枚>）
＜使用期間＞令和４年１月～３月（予定）
＜そ の 他＞・事業者：対象店舗は10月中旬以降にＷｅｂで事前登録
　　　　　　・利用者：商品券の購入には引換券が必要
　　　　　　 （65歳以上：引換券を郵送、64歳以下：Ｗｅｂ申込<当選者
　　　　　　　 に引換券を郵送>）
　　　　　　・商品券の販売場所や時期等の詳細については、市ホームペ
　　　　　　  ージ・広報誌11月号に掲載予定
【財源：コロナ対応地方創生臨時交付金(国) 198,620】

276,410 198,620 77,790

補 正 予 算 （ 第 ４ 号 ）の 主 な 内 容 に つ い て

　新型コロナウイルス感染症対策については、ワクチンの接種の円滑な推進をはじめとした「感染
拡大防止対策」を適切に講じつつ、消費喚起策の実施や文化芸術活動の推進等の「日常生活・事業
者への支援」を行うとともに、ＩＣＴの活用を支援する「新しい生活様式への対応」を進める。
　その他の施策については、まちの活性化に向けて進めるハード事業や公立幼稚園再編への対応の
ほか、国の補助金等を活用した事業を実施するなど、行政ニーズ・行政課題等に適切に対応した事
業を追加する。
　なお、市民会館跡地エリア周辺整備事業に係る継続費の設定や、年度内に完了しない幼稚園営繕
事業、小学校維持補修事業について繰越明許費を設定するとともに、南茨木多世代交流センターの
指定管理料等について債務負担行為を設定する。

（単位：千円）

事　業

　ワクチン接種の推進

　自宅療養者への配達支援

（単位：千円）

事　業

　消費喚起・事業者の支援
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（単位：千円）

内　容　等
事業費
a

特定財源
b

一般財源
c=a-b

中小企業・個人事業主
に対する店舗賃借料の
補助
【商工労政課】

厳しい経営状況となっている中小企業者・個人事業主の事業継続を支援す
るため、事業所・店舗等に係る賃借料の一部を補助する。
＜補助対象＞・小売業、飲食業、理美容業等を営んでいる中小企業者・
　　　　　　　個人事業主（府の営業時間短縮協力金の対象者を除く）
　　　　　　・令和３年４～９月の間で、前年同時期の売上平均と比較
　　　　　　　して30％以上減少している月が３月以上あること
＜補 助 率＞上記の要件を満たす月（上限３か月）に支払った家賃総額
　　　　　　の２／３（２０万円<上限>）

75,000 75,000

新しい生活様式に対応
する事業所への支援
【商工労政課】

中小企業者・個人事業主の事業継続を支援するため、「新しい生活様式」
に対応する店舗・オフィス環境の整備や飲食店の業態転換等に係る経費の
一部を補助する。
＜補助対象＞中小企業者・個人事業主（国の事業再構築補助金及び小規模
　　　　　　事業持続化補助金の採択を受けている者を除く）
＜対象経費＞・テレワーク環境の整備や会議等のオンライン化に係る経費
　　　　　　・デリバリーサービス等実施に係る経費
　　　　　　・非接触型機器（セルフレジ等）やキャッシュレス決済の導
　　　　　　　入に係る経費
＜補 助 率＞２／３（２０万円<上限>）

32,000 32,000

ＥＣサイト制作等に対
する支援
【商工労政課】

中小企業者・個人事業主が実施するインターネットを通じての販路拡大を
支援するため、ＥＣサイトの制作等に要する経費を補助する。
＜補助対象＞中小企業者・個人事業主（国の事業再構築補助金及び小規模
　　　　　　事業持続化補助金の採択を受けている者を除く）
＜対象経費＞ＥＣサイトの初期導入費用、ＩＴ導入等に係るコンサルタン
　　　　　　ト費用等
＜補 助 率＞２／３（２０万円<上限>）

4,000 4,000

公共交通（路線バス、
タクシー）への支援
【交通政策課】

公共交通（路線バス、タクシー）の運営の維持・継続及び今後の利用促進
に向けた対策を支援するため、公共交通事業者に対し事業継続等応援交付
金を支給する。

52,113 52,113

17,200 17,200

有料公演等の実施に係
る公共施設の使用料等
補助
【文化振興課】

芸術団体（芸術家）の芸術活動を支援し、芸術鑑賞の場を提供するため、
公共施設のホール等を使用して公演を開催する団体や個人に対して、本番
当日の施設使用料等を補助する。
＜対象事業＞不特定多数の入場者に公開する公演等
＜対 象 者＞【有料公演】市内・市外の個人または団体
　　 　　 　【無料公演】市内の個人または団体
＜対象経費＞【有料公演】施設使用料・附帯使用料・舞台等追加経費（府
　　　　　　　　　　　　の文化芸術創出活動補助金の採択を受けている
　　　　　　　　　　　　経費は除く）
　　　　　　【無料公演】施設使用料の１/２
＜補 助 額＞２０万円（上限）
＜対象施設＞福祉文化会館、市民総合センター、生涯学習センター、
　　　　　　男女共生センター
＜補助回数＞原則１団体２回まで

7,200 7,200

文化芸術団体（芸術
家）の公演等の開催支
援
【文化振興課】

芸術団体（芸術家）に活動の場を提供し、文化芸術活動を支援するため、
文化振興財団が市内の企画者やアーティストと連携し開催する公演やイベ
ント等の実施に係る経費を補助する。
＜対象事業＞不特定多数の入場者に公開する公演等
＜補 助 額＞１回２００万円（上限）

10,000 10,000

事　業

　芸術活動への支援
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 （３）新しい生活様式への対応

内　容　等
事業費
a

特定財源
b

一般財源
c=a-b

3,360 3,360

コミュニティデイハウ
スにおける要支援者等
へのＩＣＴ活用支援
【長寿介護課】

施設利用者とのコミュニケーションを維持しつつ、リモートでの介護予防
運動等により高齢者の身体機能等の低下防止を図るため、コミュニティデ
イハウス（８か所）におけるICT機器購入費用の補助や、利用者向けにICT
活用講座を実施する。

3,360 3,360

３　行政ニーズ・行政課題等に対応する事業

 （１）まちの活性化に向けて進めるハード事業への対応

内　容　等
事業費
a

特定財源
b

一般財源
c=a-b

50,000 45,000 5,000

市民会館跡地エリア周
辺整備事業
［継続費］
【市民会館跡地活用推進課】

新施設の整備にあたり、隣接する水路の老朽化対策を実施するとともに、
これまでの検討を踏まえ、市役所前線を歩行者中心の空間に整備するた
め、水路の改修工事を行う。
工事
【財源：市債 45,000】

50,000 45,000 5,000

16,500 14,800 1,700

駅前太中線整備事業
（第２工区）
【道路課】

市域中心部の交通の円滑化等を図るため、駅前太中線整備事業（第２工
区）の整備を進めるにあたり、埋蔵文化財の発掘調査等を行う。
委託、補償
【財源：市債 14,800】

16,500 14,800 1,700

56,234 42,700 13,534

安威川ダム周辺整備事
業
［債務負担行為］
【北部整備推進課】

令和５年度にかけて進めるスポーツ・レクリエーション施設等の整備にあ
たり、整備内容を第三者の技術的な視点でチェックするモニタリング業務
に係る経費を措置するほか、関係機関との協議により必要となった土地造
成費を追加する。
委託、工事
【財源：市債 42,700】

56,234 42,700 13,534

 （２）公立幼稚園再編への対応

内　容　等
事業費
a

特定財源
b

一般財源
c=a-b

24,335 17,900 6,435

庄栄幼稚園への給食室
設置等
［繰越明許費］
【保育幼稚園総務課】

施設の有効活用と保育需要への対応を図るため、庄栄幼稚園の認定こども
園化にあたり、給食室設置に係る設計委託等を実施する。
手数料、委託料（設計等）
【財源：市債 17,900】

24,335 17,900 6,435

（単位：千円）

事　業

　高齢者のＩＣＴ活用支援

（単位：千円）

事　業

　市民会館跡地エリアの整備

　中心市街地の整備

　安威川ダム周辺の整備

事　業

　公立幼稚園の再編
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 （３）国の補助金や繰越金を活用し実施する事業

内　容　等
事業費
a

特定財源
b

一般財源
c=a-b

120,000 98,346 21,654

小中学校ブロック塀等
の改修
【施設課】

安全・安心な教育環境の整備を図るため、国庫補助金の採択に伴い、ブ
ロック塀や万年塀をフェンスに改修する。
工事（郡小、天王中）
【財源：国 11,446、市債 22,400】

34,000 33,846 154

小学校のプール改修
［繰越明許費］
【施設課】

教育環境の充実を図るため、プールサイドの安全対策やバリアフリーに対
応する改修等を行う。
工事（東奈良小、忍頂寺小）
【財源：市債 64,500】

86,000 64,500 21,500

４　継続費・繰越明許費・債務負担行為
（単位：千円）

内　容　等

市民会館跡地エリア周
辺整備事業
【市民会館跡地活用推進課】

令和３年度～令和５年度継続事業
[総　額] 125,000
[年割額]（令和３年度）50,000　（令和４年度）25,000
　　　　（令和５年度）50,000

小学校維持補修事業
（プール改修）
【施設課】

補正予算議決後の事業着手となり、年度内に事業が完了しないため。

幼稚園営繕事業
（庄栄幼稚園改修）
【保育幼稚園総務課】

補正予算議決後の事業着手となり、年度内に事業が完了しないため。

南茨木多世代交流セン
ター指定管理料
【地域福祉課】

南茨木多世代交流センターの指定管理者の指定に伴い、期間及び指定管理
料の限度額を設定する。
[期　間]令和４年度～令和６年度
[限度額]87,000千円及び市が必要と認める事業実施経費

安威川ダム周辺整備事
業（モニタリング支援
事業）
【北部整備推進課】

債務負担行為の期間及び限度額を設定する。
[期　間] 令和４年度～令和５年度
[限度額] 11,763

　繰越明許費

（単位：千円）

事　業

86,000

19,954

　債務負担行為

87,000

11,763

　学校環境の改善

事　業 設定額

　継続費

125,000
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「エール茨木プレミアム付商品券」による消費喚起について 

停滞している消費行動を喚起させ、中小事業者等を支援するため、市内飲食店や小売店舗

等で使えるプレミアム付きの商品券を販売します。なお、令和2年度に実施したスマートフ

ォンを活用したポイント還元事業において、他の年代よりも高齢者の利用率が低かったこと

を踏まえ、高齢者については、希望者全員が購入できるよう商品券の枚数を確保のうえ実施

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 市民の皆さま ＞＞ 支払時に商品券(カード)を提示するだけで簡単支払！！ 

■ 事業者の皆さま ＞＞ スマホでＱＲコードを読み取るだけで簡単決済！！ 

支払時に商品券(カード)を 

店頭で提示 

店側のｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等で商品券の 

ＱＲコードを読取 

支払完了！ 

お買い物も決済処理も簡単な「エール茨木プレミアム付商品券」を活用 

※決済額は月末締めで翌月下旬に振込 

 

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ商品券で♪ 

《事業概要》 

※商品券と現金の併用可能 
 （残額の換金はできません） 

決済完了！ 

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ付き(25％)でお得！ 

お店にＱＲコードを 

読み取ってもらって 

エール茨木 

専用の端末は不要！ 

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等でアプリをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

消費喚起で販売促進！ 

商品券を読み取るだけで 

６５歳以上
の方

 希望者は、１１月下旬に市から送付される引換券を販売店に持参し、「エール
 茨木プレミアム付商品券」を購入

 希望者は、広報誌１１月号に記載の方法（ネット申込み）により応募

 ⇒１１月下旬～１２月上旬（予定）に市から届く商品券の引換券を販売店に
　 持参し商品券を購入
　 ※応募者数が既定枚数を超える場合は、市が抽選し当選者を決定

 ※販売店での「エール茨木プレミアム付商品券」の購入は、１２月上旬～２月
　 下旬を予定。販売店については、広報誌１１月号に掲載

利用説明会

事業者
参加登録

方法
１０月上旬からＷｅｂで登録（市ＨＰに案内を掲載）

市　民

１１月中に市民向けの「エール茨木プレミアム付商品券」利用説明会を開催（全４回、予定）

６４歳以下
の方

参加登録した市内の中小事業者（飲食店、小売業者、理美容店 等）の店舗で使用できる
「エール茨木プレミアム付商品券」を販売

・引換券所持者に対して、5,000円分の商品券を4,000円で販売（販売総数：２０万枚）
・１人２枚まで購入可（６５歳以上：希望者全員、６４歳以下：応募状況により抽選）

令和４年１月上旬～３月下旬（予定）※対象店舗については、ＨＰ等で周知

商品券の
購入方法

内　　容

販売額等

商品券使用期間

エール茨木 
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